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山下俊一：[平成22年度　総括研究報告] 血液製剤によるHIV/HCV 重複感染患者に対する肝移植のための組織
構築.（厚生労働科学研究費補助金　エイズ対策研究事業　血液製剤によるHIV/HCV 重複感染患者に対する肝
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制の整備平成23年度　総括・分担報告書　研究代表者　塚崎邦弘, p1-7所収）2012
今泉芳孝：【分担研究報告書】ATLの診療実態・指針の分析による診療体制の整備に関する研究.（厚生労働
科学研究費補助金　がん臨床研究事業（H23-がん臨床-一般-022）ATLの診療実態・指針の分析による診療体
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宮　泰司：急性骨髄性白血病におけるNPM1蛋白質とELF4蛋白質の相互作用．(厚生労働科学研究費補助金第
３次対がん総合戦略研究事業　ゲノミクス解析に基づく白血病の新規分類法開発に関する研究　平成23年度総
括・分担研究報告書　研究代表者　間野博行, p13-15,19-20 所収) 2012
宮　泰司：【分担研究報告書】骨髄異形成症候群の国際予後スコアリングシステム改訂. (厚生労働科学研究費
補助金（難治性疾患克服研究事業）特発性造血障害に関する調査研究　平成23年度　総括・分担研究報告書　研
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黒川峰夫,小澤敬也,金倉　譲,直江知樹,中尾眞二,澤田賢一,赤司浩一,宮　泰司,高折晃史,岡本真一郎,中畑龍俊,太
田昌子：[総括研究報告書]特発性造血障害に関する調査研究．(厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研
究事業）特発性造血障害に関する調査研究　平成23年度　総括・分担研究報告書　研究代表者　黒川峰夫, p1-
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論文数一覧

学会発表数一覧

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor値一覧

2012

2012

2012

2012

0.289

131.557 14.617 5.482

Impact factor

4.778 2.667�0.558

A－a－

A－a－
A－b－

B－a－
B－b－

A－b－

4 4 12 20 0 13 32 45 65

A－c－ A－d－ B－a－ B－b－ B－c－ B－d－合計

シンポジウム

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

SCI 掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI 掲載論文）

学会 シンポジウム 学会
合計 合計 総計

合計 総計SCI

20 11 12 0 43 24 2 55 31 18 106 149


